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　謹んで新年の御
挨拶を申し上げま
す。
　昨年は、新型コ
ロナウイルス感染
症が5類感染症へ
移行したことか
ら、県内において
も様々な催しが再
開されるなど、コ
ロナ禍前の日常を
徐々に取り戻しつ
つあることを実感
できた一年であり
ました。
　また、震災と原
発事故から間もな
く13年が経過する

中、避難指示区域が縮小したほか、福島国際
研究教育機構（Ｆ―ＲＥＩ）が始動するなど、
明るい光が一層の強まりを見せてまいりまし
た。
　さらに、震災後、55の国・地域で行われた県
産農林水産物の輸入規制は7つの国・地域にま
で減少し、県内への移住者数や新規就農者数
が過去最多を更新するなど、これまでの挑戦
が目に見える形となって現れております。
　一方で、未曾有の複合災害からの復興・再生、
急激に進む人口減少や度重なる自然災害への
対応など、本県は困難な課題が山積しており
ます。特に、ＡＬＰＳ処理水の問題は、今後
数十年にわたる長い取り組みが必要となりま
す。
　県といたしましては、引き続き、これまで
の挑戦を「シンカ（進化・深化・新化）」させな
がら、様々な課題に全庁一丸となって取り組
んでまいります。
　まず、震災と原発事故からの復興・再生につ
きましては、復興の状況に応じた被災者の生
活再建や事業・生業の再生、帰還に向けた環境
の整備などに取り組むとともに、廃炉と汚染
水・処理水対策や、風評の払拭と風化の防止な
どに着実に取り組んでまいります。
　次に、人口減少対策につきましては、妊娠・
出産・子育ての希望を叶える環境づくりととも
に、若者等の県内定着や移住・定住の促進など
に取り組んでまいります。
　さらに、台風第13号に伴う大雨災害からの
復旧につきましては、被災された方々の一日
も早い生活再建や事業・生業の再生、公共施設
の早期復旧に向けた取り組みを進めてまいり
ます。
　加えて、厳しい状況にある本県の健康指標
については、オール福島の体制で健康づくり
に取り組むなど、県民の皆様の健康増進を積
極的に推進してまいります。
　福島県が抱える課題は複雑であり、解決に
は長い時間が必要となります。だからこそ、
総合計画に掲げた目標を「ひとつ、ひとつ、
実現」し、県民の皆様お一人お一人が将来に
夢や希望を持ち、豊かさや幸せを実感するこ
とができる福島の未来を創り上げるため、全
力で挑戦を続けてまいりますので、今後とも、
一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、新
年の御挨拶といたします。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災

第
２
期
復
興
・
創
生
期
間
の

４
年
目
と
な
り
、
今
後
も
、

本
県
の
復
興
の
た
め
会
員
が

一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

昨
今
、
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
し
て
は
、
協
会
員
が
協

力
し
て
対
応
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
も
地
域
に

根
差
し
た
企
業
と
し
て
、
安

全
衛
生
意
識
の
高
揚
と
地
域

防
災
活
動
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
災
害
時
の
速
や
か
な

イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧
に
備
え

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
迫
っ
た
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
へ
の
対

応
で
す
が
、
各
企
業
の
努
力

だ
け
で
達
成
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
後
工

程
を
担
う
設
備
工
事
業
の
仲

間
の
福
島
県
電
設
業
協
会
と

協
働
し
て
、
適
正
工
期
の
確

保
、
４
週
８
閉
所
の
実
現
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

発
注
者
、
建
設
業
協
会
の
理

解
も
あ
る
程
度
進
ん
で
き
た

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
継
続

が
大
事
で
す
。
労
働
環
境
改

善
・
生
産
性
向
上
な
ど
魅
力

あ
る
建
設
産
業
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

福
島
県
に
お
い
て
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
推
進
計
画
の

も
と
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
し
、「
福
島
県
再
エ
ネ
・

省
エ
ネ
推
進
建
築
物
整
備
指

針
」
や
「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ

ら
に
基
づ
い
た
整
備
も
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
協
会
に
お
い
て
も
、

低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

さ
ら
な
る
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ

を
推
進
す
る
た
め
に
、
省
エ

ネ
・
省
資
源
に
適
合
し
た
空

調
衛
生
設
備
機
器
へ
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
そ
し
て
運
用
改

善
等
の
推
進
に
向
け
て
も
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
環

境
を
支
え
て
い
る
の
が
、「
空

気
調
和
設
備
・
給
排
水
衛
生

設
備
」の
高
度
な
技
術
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
な
ど
未

来
に
向
け
て
様
々
な
環
境
技

術
を
駆
使
し
、
顧
客
に
良
質

で
満
足
の
い
く
設
備
の
提
供

を
最
大
の
目
的
と
し
て
業
界

の
地
位
向
上
・
発
展
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き

上
限
規
制
適
用
を
今
年
４
月

に
控
え
、
当
協
会
は
昨
年
11

月
27
日
、県
電
設
業
協
会（
大

槻
博
太
会
長
）
と
共
同
で
、

県
建
設
業
協
会
（
長
谷
川
浩

一
会
長
）
に
対
し
「
適
切
な

工
期
設
定
」「
働
き
方
改
革

関
連
法
の
順
守
」
へ
の
協
力

を
要
請
し
た
。
上
部
団
体
の

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

と
日
本
電
設
工
業
協
会
の
取

り
組
み
に
な
ら
っ
て
行
っ

た
。
大
内
弘
之
会
長
と
海
川

正
美
専
務
理
事
、
県
電
設
協

の
野
内
忠
宏
専
務
理
事
が
福

島
市
の
県
建
設
セ
ン
タ
ー
を

訪
ね
、
長
谷
川
会
長
に
要
請

書
を
手
渡
し
た
。

　

建
設
資
材
の
価
格
高
騰
や

納
期
遅
延
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
上
昇
等
の
影
響
は
設
備

工
事
で
も
大
き
く
、
当
初
契

約
通
り
の
請
負
金
額
、
工
期

で
の
施
工
が
困
難
な
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
契
約

内
容
の
適
切
な
見
直
し
が
行

わ
れ
ず
、
工
事
の
後
工
程
を

担
う
設
備
事
業
者
に
し
わ
寄

せ
が
生
じ
て
お
り
、
現
状
で

は
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
も
困
難
だ
と
し
て
理
解
を

求
め
た
。

　

特
に
、
建
築
と
設
備
工
事

が
同
一
工
期
と
な
る
県
発
注

工
事
に
対
し
て
は
、
設
備
工

事
の
総
合
試
運
転
調
整
期
間

が
確
保
で
き
る
建
築
工
事
等

の
行
程
管
理
等
を
要
望
。
調

整
に
要
す
る
日
数
が
特
記
仕

様
書
で
規
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
周

知
徹
底
へ
の
協
力
を
申
し
入

れ
た
。

　

長
谷
川
会
長
は
上
部
団
体

を
通
じ
た
設
計
労
務
単
価
引

き
上
げ
の
働
き
掛
け
な
ど
、

発
注
者
に
対
す
る
要
望
等
に

連
携
し
て
取
り
組
む
と
の
考

え
を
示
し
た
。
ま
た
、
民
間

工
事
で
の
働
き
方
改
革
の
推

進
に
は
建
設
産
業
全
体
で
議

論
が
進
展
す
る
よ
う
期
待
を

込
め
た
。

働き方改革の推進で
県建協へ協力を要請

県空衛協と県電設協

一般社団法人
福島県空調衛生工事業協会

会長　大内　弘之
福島県知事

　内堀　雅雄

年
頭
あ
い
さ
つ

年
頭
あ
い
さ
つ

地
位
向
上
・
発
展
目
指
し
尽
力

顧
客
満
足
最
優
先
に

顧
客
満
足
最
優
先
に

ＳＤＧｓ実現へ 
設備の力を発揮

明るい未来へ、
「ひとつ、ひとつ、実現する ふくしま」

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人

福
島
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
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近藤至樹氏

　謹んで新年の御挨拶を申し上
げます。
　建設産業に携わる皆様には、社
会資本の整備や維持管理への対
応はもとより、豪雨災害や地震な
どの災害発生時には応急対策な
どの災害支援に対応いただいて
いるところであり、昼夜を問わな
い献身的な取組と御尽力に深く
感謝を申し上げます。
　東日本大震災と原発事故から
間もなく13年が経過する中、県民
の皆様の懸命な御努力と国内外
からの温かい御支援により、避難
指示区域が縮小し、ふるさとへの
帰還に向けた動きが加速してお
ります。
　一方で、未曾有の複合災害から

の復興・再生、さらには、急激に
進む人口減少や度重なる自然災
害への対応など、本県には複雑で
困難な課題が山積しております。
　県といたしましては、引き続
き、これまでの挑戦を更に「シン

カ（進化・深化・新化）」させ各事
業を進めるとともに、大熊町と双
葉町から要請のあった帰還者向
け災害公営住宅等の整備につい
ては、住民帰還を促進するための
代行事業として、早期の完了に向
けて取り組んでまいります。
　社会インフラの維持管理につ
きましては、本来の機能や役割を

発揮するため、日常の点検に加
え、必要に応じた補修等の維持管
理を行う必要があり、国の「防災・
減災、国土強靱化のための5か年
加速化対策」事業等を活用しなが
ら、不具合が発生してからの事後

修繕ではなく、予防保全によりラ
イフサイクルコストの縮減を図
り、良質な社会インフラを次世代
につないでまいります。
　さらに、建築物の脱炭素化の取
り組みとして、中大規模県有建築
物の木造化・木質化を促進し、各
部局を建築技術の側面から支援
するため、「ふくしま木造化・木質

化建築ガイドライン」を作成する
など、今後も「福島県2050年カー
ボンニュートラル」の実現に向け
てしっかりと取り組んでまいり
ます。
　福島県が抱える課題は複雑で
あり、解決には長い時間が必要と
なります。だからこそ、総合計画
に掲げた目標を「ひとつ、ひとつ、
実現」し、県民の皆様お一人お一
人が将来に夢や希望を持ち、豊か
さや幸せを実感することができ
る福島の未来を創り上げるため、
全力で挑戦を続けてまいります
ので、今後とも、一層の御支援、
御協力をお願い申し上げ、新年の
御挨拶といたします。

複雑化する課題解決へ全力で挑戦

年頭所感年頭所感

福島県土木部長

曳地　利光
　

当
協
会
は
昨
年
９
月
26

日
、
福
島
市
の
県
青
少
年
会

館
で
２
０
２
３
年
度
特
別
技

術
講
習
会
を
開
い
た
。
コ
ロ

ナ
下
で
過
去
３
年
は
資
料
配

布
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
替

え
て
お
り
、
今
回
４
年
ぶ
り

に
対
面
で
開
催
し
た
。

　

特
別
技
術
講
習
会
は
、
建

築
設
備
工
事
に
関
す
る
業
務

遂
行
上
の
問
題
を
研
究
し
、

技
術
水
準
と
生
産
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
目
的
。
建
築

物
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
増
加

傾
向
を
踏
ま
え
、
空
調
設
備

の
冷
媒
配
管
接
続
を
安
全
に

行
う
た
め
の
工
法
や
、
全
世

界
で
共
通
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
対
す
る
空
調
設
備
メ
ー

カ
ー
の
取
り
組
み
と
動
向
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
。

　

会
員
、
賛
助
会
員
49
人
が

受
講
。
古
川
敏
博
技
術
委
員

会
担
当
副
会
長
が
「
生
産
性

向
上
に
向
け
て
、
新
た
な
知

識
の
取
得
に
努
め
、
会
社
経

営
、
業
務
に
反
映
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

講
習
は
２
部
構
成
で
、
１

部
で
は
タ
ブ
チ
仙
台
支
店
の

近
藤
至
樹
氏
を
講
師
に
「
冷

媒
配
管
火
無
し
工
法
（
ワ
ン

タ
ッ
チ
継
手
エ
フ
―
１
）」

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ろ
う
付

け
で
行
わ
れ
る
空
調
設
備
の

冷
媒
管
接
続
に
比
べ
、
エ
フ

―
１
は
、
火
の
使
用
に
伴
う

周
囲
の
養
生
や
消
火
用
バ
ケ

ツ
な
ど
の
事
前
準
備
が
不
要

で
、
準
備
に
要
す
る
時
間
が

削
減
で
き
、
従
来
手
法
で
必

要
だ
っ
た
工
具
も
少
な
く
済

む
特
長
を
持
つ
。

　

保
温
材
の
切
断
や
管
内
面

の
バ
リ
取
り
、
管
外
面
の
面

取
り
な
ど
工
法
の
一
連
の
作

業
内
容
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
、実
際
に
作
業
を
行
っ
て
、

施
工
の
し
や
す
さ
を
体
験
し

た
。

　

２
部
で
は
三
菱
電
機
静
岡

製
作
所
営
業
部
パ
ッ
ケ
ー
ジ

エ
ア
コ
ン
営
業
課
の
谷
雄
志

氏
が
「
店
舗
用
・
事
務
所
用

エ
ア
コ
ン
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
連
し
た

取
り
組
み
と
今
後
の
動
向
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
し
た
。

　

気
候
変
動
問
題
に
関
す
る

国
際
的
枠
組
み
を
定
め
た

「
パ
リ
協
定
」
に
よ
り
20
年

度
以
降
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
抑
制
へ
の
取
り
組
み
が
世

界
的
に
加
速
。
国
内
で
は
そ

の
一
環
と
し
て
「
フ
ロ
ン
類

の
使
用
の
合
理
化
お
よ
び
管

理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
）」
の

罰
則
規
定
が
強
化
さ
れ
て
い

る
。
フ
ロ
ン
類
の
漏
え
い
を

防
止
す
る
に
は
、
目
視
だ
け

で
な
く
遠
隔
監
視
に
よ
る
点

検
が
重
要
と
な
る
た
め
、
講

習
で
は
最
新
の
点
検
支
援

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
提
案
を
受

け
た
。

　

ま
た
、
石
炭
燃
料
の
高
騰

に
伴
う
省
エ
ネ
意
識
の
高
ま

り
を
受
け
、
積
極
的
に
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
を
搭
載
し
た
空
調

設
備
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
企
業
の
電
気
使
用
量
の

半
分
近
く
を
空
調
に
よ
る
消

費
が
占
め
て
お
り
、
今
後
も

セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
搭
載
し

た
空
調
の
需
要
が
高
ま
る
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

４年ぶりの対面開催となった講習会
（上）と工法の体験

谷雄志氏

　

県
入
札
制
度
等
監
視
委
員

会
に
よ
る
入
札
制
度
に
対
す

る
建
設
関
係
団
体
等
へ
の
意

見
聴
取
は
昨
年
11
月
27
日
、

福
島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ

れ
、
県
総
合
設
備
協
会
か
ら

副
会
長
の
大
内
弘
之
当
協
会

会
長
が
出
席
。
維
持
管
理
を

担
う
地
元
企
業
に
対
す
る
受

注
機
会
確
保
な
ど
を
訴
え

た
。

　

意
見
聴
取
は
①
入
札
・
契

約
制
度
全
般
②
総
合
評
価
方

式
③
地
域
の
守
り
手
育
成
型

方
式
―
な
ど
の
質
問
に
各
団

体
の
代
表
が
回
答
し
た
。

　

現
行
制
度
で
は
、
設
計
金

額
１
０
０
０
万
円
以
上
の
設

備
工
事
の
場
合
、
全
県
が
参

加
対
象
と
な
り
、
施
設
の
維

持
・
修
繕
を
担
っ
て
き
た
地

元
事
業
者
の
受
注
機
会
が
失

わ
れ
る
こ
と
で
、
緊
急
時
対

応
に
懸
念
が
出
て
い
る
現
状

を
説
明
。
今
後
、
維
持
管
理

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ウ
エ
ー

ト
が
さ
ら
に
増
す
中
で
、
災

害
時
の
対
応
を
含
め
、
そ
の

施
設
を
熟
知
し
た
地
域
の
事

業
者
が
受
注
機
会
を
得
ら
れ

る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
だ

と
し
た
。

　

価
格
競
争
で
同
額
く
じ
引

き
が
発
生
し
て
い
る
現
状
も

示
し
、
総
合
評
価
方
式
の
地

域
密
着
型
と
地
域
の
守
り
手

育
成
型
方
式
を
土
木
、
農
林

水
産
両
部
以
外
の
部
局
に
も

拡
大
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

　

総
合
評
価
方
式
に
対
し
て

は
、
受
注
実
績
等
を
ベ
ー
ス

に
し
た
基
礎
点
に
よ
る
受
注

多
い
現
状
に
対
し
、
対
象
と

な
る
３
０
０
０
万
円
未
満
の

工
事
の
多
く
が
改
修
や
維
持

修
繕
工
事
で
、
少
額
工
事
の

割
に
施
工
前
の
調
査
や
調
整

に
時
間
、
費
用
が
か
か
る
状

況
を
説
明
。
入
札
辞
退
回
避

の
た
め
発
注
ロ
ッ
ト
を
５
０

０
０
万
円
程
度
ま
で
大
型
化

し
て
、
利
益
率
を
高
め
る
と

と
も
に
、
必
要
な
現
場
経
費

を
き
め
細
か
く
計
上
す
る
な

ど
、
応
札
し
や
す
い
発
注
の

仕
方
を
提
案
し
た
。
併
せ
て

配
置
技
術
者
確
保
の
観
点
か

ら
、
発
注
時
期
の
一
層
の
平

準
化
も
必
要
だ
と
し
た
。

の
偏
り
、
二
極
化
の
問
題
を

指
摘
。
そ
の
改
善
を
求
め
る

と
と
も
に
、
一
般
土
木
と
舗

装
工
事
の
み
が
対
象
と
な
っ

て
い
る
「
企
業
の
地
域
社
会

に
対
す
る
貢
献
度
」
評
価
の

選
択
科
目
「
除
雪
、
維
持
補

修
業
務
の
実
績
」
で
、
学
校

や
公
営
住
宅
等
の
停
電
、
断

水
対
応
を
担
っ
て
い
る
電
気

設
備
、
暖
冷
房
衛
生
設
備
工

事
も
対
象
と
す
る
よ
う
訴
え

た
。

　

地
域
の
守
り
手
育
成
型
方

式
に
つ
い
て
は
、
辞
退
者
が

ＳＤＧｓの動向学ぶ
経営改善研修会

設備工事からのアプローチ理解

　

今
年
度
経
営
改
善
研
修
会

を
昨
年
11
月
７
日
、
福
島
市

の
ア
オ
ウ
ゼ
で
開
催
し
た
。

会
員
企
業
の
経
営
体
質
強
化

を
図
る
た
め
、
経
営
委
員
会

（
坂
本
憲
弘
委
員
長
）
事
業

と
し
て
毎
年
開
い
て
い
る
。

今
回
テ
ー
マ
は
世
界
的
課
題

と
な
っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」。
空
調
衛
生
工
事
業
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
と
設
備

工
事
の
面
で
関
わ
っ
て
お

り
、
当
協
会
が
「
ふ
く
し
ま

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
に
加
盟
し
て
い

る
こ
と
か
ら
取
り
上
げ
た
。

　

会
員
企
業
の
経
営
担
当
者

35
人
が
受
講
。
坂
本
委
員
長

が
「
空
調
衛
生
設
備
工
事
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
『
安
全
な
水
と

ト
イ
レ
を
世
界
中
に
』や『
気

候
変
動
に
具
体
的
な
対
策

を
』な
ど
で
関
わ
り
が
深
く
、

今
後
の
業
務
に
生
か
せ
る
よ

う
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

会
員
の
秋
田
泰
孝
セ
コ
ム

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
管
理
部

次
長
が
自
社
の
取
り
組
み
を

例
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
係
す

る
取
り
組
み
内
容
と
そ
の
成

果
を
紹
介
し
た
。

　

同
社
は
新
卒
採
用
時
の
企

業
姿
勢
の
発
信
や
人
材
の
流

出
防
止
に
つ
な
げ
よ
う
と
取

り
組
み
を
始
め
た
。
取
り
組

み
を
通
じ
健
康
経
営
優
良
法

人
の
認
定
、
県
次
世
代
育
成

支
援
企
業
認
証
を
取
得
。
社

員
が
会
社
の
た
め
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
係
す
る
取
り
組
み
を

考
え
、
自
主
的
に
行
動
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
何
よ

り
の
成
果
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
県
の
舞
木
穏
徳

企
画
調
整
部
復
興
・
総
合
計

画
課
復
興
企
画
員
、
高
野
陽

子
生
活
環
境
部
消
費
生
活
課

主
査
、
鈴
木
聡
同
部
環
境
共

生
課
主
任
主
査
、
紺
野
慎
行

同
部
産
業
廃
棄
物
課
主
任
主

査
が
講
師
を
務
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
概
要
や
目
標
の
内
容
な

ど
を
解
説
し
た
。

　

消
費
、
地
球
温
暖
化
、
産

業
廃
棄
物
の
各
分
野
で
の
世

界
と
国
内
、
県
内
の
動
向
を

紹
介
し
、
目
標
達
成
に
向
け

た
県
の
取
り
組
み
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
つ
な
が
る
具
体
的
事
例

な
ど
を
説
明
し
た
。

　

舞
木
復
興
企
画
員
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
身
近
に
感
じ
、
地

球
規
模
の
課
題
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
大
事
」
と
呼
び
掛
け
た
。

委
員
の
意
見
聴
取
に
回
答
す

る
大
内
会
長
（
奥
側
中
央
）

特別技術講習会

安
全
な
配
管
工
法
勉
強

安
全
な
配
管
工
法
勉
強

脱
炭
素
め
ぐ
る
設
備
の
動
向
も

入
札
制
度
監
視
委
で
意
見

地
元
密
着
企
業「
適
正
評
価
を
」

地
元
密
着
企
業「
適
正
評
価
を
」

県総合設備協
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県
の
２
０
２
３
年
度
優
良

建
設
工
事
に
、
当
協
会
会
員

企
業
施
工
の
２
工
事
が
選
ば

れ
た
。
昨
年
９
月
８
日
に
福

島
市
の
杉
妻
会
館
で
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
、
内
堀
知
事
か

ら
受
賞
者
そ
れ
ぞ
れ
に
表
彰

状
と
記
念
の
盾
が
授
与
さ
れ

た
。

　

と
も
に
土
木
部
・
機
械
設

備
部
門
で
の
受
賞
。「
県
立

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
新
築
（
機
械
）
工
事
」

で
山
田
設
備
工
業
㈱
が
通
算

６
回
目
、
県
中
児
童
相
談
所

整
備
（
機
械
）
工
事
」
で
エ

ヌ
エ
ス
工
業
㈱
が
同
４
回
目

の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

表
彰
は
１
９
６
７
年
に
始

ま
り
、
今
年
度
で
55
回
目
。

内
堀
知
事
か
ら
賞
状
を
受
け
る
山
田
設
備
工
業
・
山
田
顕

一
郎
社
長
（
上
）
と
エ
ヌ
エ
ス
工
業
・
安
藤
英
一
常
務

昨
年
度
完
成
し
た
農
林
水
産

部
１
７
４
件
、
土
木
部
１
６

５
０
件
か
ら
書
面
・
現
地
審

査
を
経
て
、
21
部
門
計
36
件

を
選
定
し
た
。

　

式
に
は
内
堀
知
事
と
沖
野

浩
之
農
林
水
産
部
長
、
曳
地

利
光
土
木
部
長
ら
県
幹
部

と
、
建
設
関
係
団
体
か
ら
来

賓
と
し
て
当
協
会
の
有
賀
行

秀
副
会
長
、
長
谷
川
浩
一
県

建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
、

石
川
俊
県
土
地
改
良
建
設
協

会
長
、小
檜
山
善
継
県
森
林
・

林
業
・
緑
化
協
会
長
ら
が
出

席
し
た
。
内
堀
知
事
は
「
今

回
の
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
な

る
技
術
と
技
能
向
上
に
努
め

て
ほ
し
い
」
と
受
賞
者
を
た

た
え
、
県
と
し
て
新
技
術
の

導
入
や
働
き
方
改
革
の
推
進

な
ど
建
設
業
が
意
欲
を
持
っ

て
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
考
え
を
示
し

た
。

◆県立こころの医療センター（仮
称）新築（機械）工事（県立ふ
くしま医療センターこころの杜） 
　【寸評】既存精神科病院の老朽
化や今日の精神科医療ニーズに
対応しながら、児童思春期や区
療観察法の入院機能を持つ県内
唯一の公立精神科病院を整備す
るための機械設備工事。4階機械
室では複数台のポンプをコンパ
クトに設置するため、鉛直方向
のスペースを活用する架台を設
置するなどの工夫が見られ全体
の仕上がりを良くしている。メ
ンテナンス時の酸欠防止対策と
して地下ピット内の機械換気、
防振対策として埋設排水管に防
振継ぎ手を提案・施工したこと、
送風機のベルトに高効率型の平
ベルトを採用して省エネルギー
化を図るなど、創意工夫が見ら
れ高く評価できるものである。
　さらに、受水槽からの給水管
と警報用の自動制御配線につい
て、建築本体工事着手前に埋設
作業が完了するよう配管・配線
ルートを提案し、建築本体工事
も含めた全体工程への影響を回
避するなど、工程管理における
マネージメントも他の模範とな
るものであり総合的に優秀性が
認められる。
　【概要】▽施工地＝矢吹町滝八
幡 地 内 ▽ 請 負 額 ＝14億8202万
5600円▽概要＝機械設備工一式

※受注者＝山田・セコムエンジ特
定ＪＶ

◆県中児童相談所整備（機械）
工事
　【寸評】県中児童相談所の機能
を強化し、子供たちの支援体制
を確保するため、相談所と保護
施設を一体的に移転・新築するた
めの機械設備工事。ＢＩＭ対応
のＣＡＤソフトで3Ｄ図面を作成
し、屋根形状や変則な階高など
建物の構造を早期に分析し、躯
体や他の配管に干渉することな
く、曲がりの少ない効率的なルー
トで配管やダクトを施工したこ
とは、細部まで丁寧に仕上がり
を良くしている。天井配管や床
下配管は、現場で容易に識別で
きるよう、すべてに勾配実測シー
ル、系統表示および色識別シー
ルを貼り、将来のメンテナンス
にも配慮している点や、屋外排
水管の勾配は規格値以上の社内
目標値で施工したことは品質管
理においても高く評価できる。
　さらに、エアコンの室外機が
住宅と近接していたため、近隣
住民への騒音被害が生じないよ
う、騒音予測計算結果に基づき
室外機の配置を検討するなど、
総合的に優秀性が認められる。
　【概要】▽施工地＝郡山市富田
町字町田地内▽請負額＝1億2014
万2000円▽概要＝機械設備工一式

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
謹
ん

で
新
春
の
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
日
頃
、
本
県
の

建
築
行
政
の
推
進
に
つ
い

て
、
格
段
の
御
理
解
と
御
協

力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年

が
経
過
し
、
県
内
各
地
で

様
々
な
復
興
関
連
拠
点
施
設

が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
協
会

の
皆
様
の
御
尽
力
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
３
月
の

福
島
県
沖
地
震
や
昨
年
９
月

に
発
生
し
た
台
風
13
号
に
よ

る
豪
雨
な
ど
、
頻
発
化
・
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
の

復
旧
を
は
じ
め
、
物
価
高
騰

や
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
な

ど
、
協
会
を
あ
げ
て
様
々
な

課
題
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

本
年
は
、
県
の
新
た
な
総

合
計
画
及
び
土
木
・
建
築
総

合
計
画
の
３
年
目
と
な
る
年

で
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
の
も
と
、

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
等

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
住

ま
い
の
確
保
に
向
け
て
、
双

葉
町
及
び
大
熊
町
の
帰
還
者

向
け
災
害
公
営
住
宅
等
の
代

行
整
備
を
こ
の
春
の
整
備
完

了
ま
で
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
・

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
」
や
「
木
造
化
・

木
質
化
」
な
ど
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
関
連
施
策
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

と
と
も
に
、
地
域
の
拠
点
施

設
で
あ
る
「
郡
山
合
同
庁

舎
」、「
ふ
く
し
ま
農
業
人
材

育
成
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」、

「
宮
下
病
院
」、「
安
積
中
学

校
（
仮
称
）」
及
び
「
須
賀

川
支
援
学
校
」
な
ど
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

建
設
業
界
に
お
き
ま
し
て

は
、
少
子
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
進
む
中
、
こ
の
４
月

か
ら
適
用
さ
れ
る
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
へ
の
対
応
な

ど
、「
生
産
性
向
上
」
や
「
働

き
方
改
革
」
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
施
工
Ｂ

Ｉ
Ｍ
の
活
用
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
た
効
果
や
課
題
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
設
計
Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
活
用
に
新
た
に
取
り
組
む

こ
と
や
、
週
休
２
日
の
実
現

に
向
け
た
受
注
者
と
の
勉
強

会
を
継
続
す
る
な
ど
に
よ

り
、「
生
産
性
向
上
」
や
「
働

き
方
改
革
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

建
築
総
室
で
は
、「
社
会

と
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

応
え
、
地
域
に
根
ざ
し
た
、

よ
り
良
い
建
築
を
つ
く
る
こ

と
」、「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

発
揮
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
」
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と

し
て
お
り
、
皆
様
と
の
連
携

を
一
層
密
に
し
、
地
域
の
ニ

ー
ズ
や
特
性
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
社
会
基
盤
と
し
て
の
よ

り
良
い
建
築
の
創
造
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
協
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、

御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

今
年

度
優
秀

施
工
者

の
県
建

設
産
業

団
体
連
合
会
長
顕
彰
を
三
共

設
備
㈱
の
佐
藤
昭
治
さ
ん
＝

写
真
＝
が
受
賞
し
た
。

　

建
設
産
業
の
第
一
線
で
も

の
づ
く
り
に
携
わ
る
建
設
技

能
者
の
誇
り
と
意
欲
を
高

め
、
そ
の
能
力
・
資
質
や
社

会
的
評
価
・
地
位
の
向
上
に

つ
な
げ
る
た
め
、
県
が
１
９

９
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
顕
彰
式
は
昨
年
11
月
29

日
、
福
島
市
の
エ
ル
テ
ィ
で

行
わ
れ
、
知
事
顕
彰
14
人
、

県
建
産
連
会
長
顕
彰
14
人
の

各
受
賞
者
に
感
謝
状
等
が
授

与
さ
れ
た
。

　

式
で
は
内
堀
知
事
が
「
施

工
者
の
模
範
と
し
て
、
福
島

の
復
興
と
地
方
創
生
に
力
添

え
を
願
う
」
と
述
べ
、
受
賞

者
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待

を
示
し
た
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

　

佐
藤
昭
治
さ
ん　

今
回
の

受
賞
は
、
い
わ
き
建
設
事
務

所
の
監
督
員
お
よ
び
監
理
者

の
指
導
や
、
工
事
に
携
わ
っ

た
関
係
各
社
の
ご
協
力
に
よ

る
も
の
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の

受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
技

術
の
研
さ
ん
や
、
品
質
の
向

上
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
の
第
55
回
県
建
設

業
労
働
災
害
防
止
大
会
が
昨

年
７
月
26
日
、
福
島
市
の
県

建
設
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

２
０
２
２
年
度
安
全
競
争
表

彰
と
し
て
労
災
防
止
に
功
績

の
あ
っ
た
事
業
場
、
個
人
等

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

安
全
競
争
表
彰
の
管
工
事

部
門
で
は
、
当
協
会
の
三
共

設
備
㈱
が
優
勝
、
準
優
勝
を

ク
レ
ハ
設
備
㈱
、
第
１
位
を

㈱
ア
ク
ー
ズ
会
津
、
第
２
位

を
㈱
大
倉
工
業
所
が
受
賞
し

た
。
大
会
に
は
１
１
０
人
が

出
席
し
、
労
災
減
少
と
死
亡

災
根
絶
に
向
け
、
関
係
者
一

丸
で
安
全
・
安
心
な
職
場
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
を
誓
っ

た
。

　

い
わ

き
市
の

今
年
度

技
能
功

労
者
表

彰
で
、
当
協
会
会
員
の
関
彰

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
・
藤

井
政
弘
い
わ
き
支
店
長
＝
写

真
＝
が
受
賞
し
た
。

　

卓
越
し
た
技
能
者
を
表
彰

し
社
会
に
技
能
尊
重
の
気
風

を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、
技

能
者
の
地
位
と
技
能
水
準
の

向
上
を
図
る
た
め
、
１
９
７

６
年
度
か
ら
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
48
回
目
。

　

表
彰
式
は
昨
年
11
月
22
日

に
同
市
の
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
椿
山
荘
で
行
わ
れ
、
各
受

賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
た
。

　

藤
井
氏
は
い
わ
き
市
水
道

局
の
緊
急
修
繕
待
機
者
と
し

て
、
市
内
の
水
の
安
全
供
給

に
尽
力
。
ま
た
、
い
わ
き
管

工
事
協
同
組
合
の
修
繕
工
事

委
員
を
務
め
、
後
進
の
育
成

に
貢
献
し
て
い
る
。

■福島市
　当協会会員企業の㈱光和設
備工業所が施工した飯野支所
複合化整備（機械設備）2工
区が、福島市の2023年度優良
建設工事表彰を受賞した。昨
年8月21日、市内のキョウワ
グループ・テルサホールで表
彰式が行われた。
　同市の表彰制度は1981年度
に創設し、今回が43回目。こ
れまでに延べ146者が受賞し
ている。今回は2022年度に竣
工した市長部局と水道局発注
の当初請負額500万円以上の
工事265件から選ばれた。
　式には木幡浩市長や来賓と
して当協会の大内弘之会長ら
約20人が出席。木幡市長が「今
後も優れた技術に磨きをか
け、業界のリーダーとして良
好な工事をけん引してほし
い」とあいさつし、各受賞企
業の代表者に賞状を手渡し
た。
■いわき市
　いわき市の今年度優良建設
工事表彰式が昨年7月20日、
市役所で行われ、設備部門・
高久保育園園舎改築機械設備
工事を施工した当協会会員の
北関東空調工業㈱に内田広之
市長から賞状と記念の盾が贈
られた。
　受賞工事は維持管理に配慮

した工夫が随所に施されてお
り、現場周辺地域への貢献が
高く評価された。
　式では内田市長が「高い技
術力、優れた施工体制は他の
模範」と受賞各社の功績をた
たえた。
　同市は建設事業者の意欲を
高め、適正な建設工事、技術
力の向上を目的に表彰を行っ
ており、今回は2022年度に竣
工した請負金額500万円以上
の土木工事と、1000万円以上
の建築・設備工事計357件から
選定した。
■二本松市
　二本松市の今年度優良建設
工事表彰（水道施設部門）を、
当協会の㈱野地工業所施工の
市道南トロミ・昭和町線排水
管布設工事が受賞した。
　昨年8月25日に市役所正庁
で表彰式が行われた。三保恵
一市長が「各社、新型コロナ
ウイルス感染症などの困難を
乗り越え、素晴らしい工事を
行った」と受賞各社をたたえ、
表彰状を手渡した。
　表彰は市が適正な施工と技
術向上を図るために毎年行っ
ているもので、2022年度に完
成した工事93件のうち、請負
金額1000万円以上の工事49件
から8件を選定。5部門6社に
表彰状を授与した。

市優良建設工事表彰市優良建設工事表彰

事
業
展
望

事
業
展
望 

福
島
県
土
木
部
建
築
総
室

県優良工事

さ
ら
な
る
技
術
・
技
能
向
上
を

山
田
設
備
、
エ
ヌ
エ
ス
に

山
田
設
備
、
エ
ヌ
エ
ス
に

佐藤さん県建産連会長顕彰
優秀施工者

第一線での活躍をたたえ

管
工
事
部
門
で

三
共
設
備
優
勝

建
災
防
第
55
回

安
全
競
争
表
彰

関
彰
エ
ン
ジ
・
藤

井
支
店
長
が
受
賞

い
わ
き
市
今
年
度

技
能
功
労
者
表
彰

■県優良建設工事受賞工事概要■

省
・
再
エ
ネ
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
推
進

新
規
に
設
計
Ｂ
Ｉ
Ｍ
活
用
へ
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私
は
、
地
元
の
工
業
高

校
を
卒
業
後
、
新
規
卒
業

者
で
当
社
に
入
社
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
、
社
会
に
出

て
働
く
事
が
出
来
る
と
、

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て

い
た
事
が
昨
日
の
事
の
様

に
脳
裏
に
思
い
浮
か
ん
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
生
活

リ
ズ
ム
や
周
囲
の
環
境
、

す
べ
て
が
今
ま
で
体
験
し

た
事
が
無
く
、
辛
い
日
々

も
あ
り
ま
し
た
。
学
生
生

活
か
ら
一
変
、
社
会
人
と

な
り
戸
惑
う
事
も
多
く
、

周
り
の
方
々
に
ご
迷
惑
を

か
け
な
が
ら
、
あ
っ
と
い

う
間
に
１
年
半
が
経
過
し

ま
し
た
。
学
生
気
分
が
抜

け
て
お
ら
ず
、
何
度
か
注

意
を
受
け
る
事
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
事
で
注
意
を

受
け
て
し
ま
う
の
か
と
自

問
自
答
し
な
が
ら
、
自
分

自
身
の
行
動
や
発
言
に
は

気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
悔
い
改
め
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

仕
事
に
関
し
て
も
、
多

く
の
事
を
学
ぶ
事
が
出
来

ま
し
た
。
例
え
ば
、
入
社

当
初
は
、
自
社
の
人
や
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
と
の
会
話

や
、
電
話
の
対
応
な
ど
と

い
っ
た
事
で
も
、
緊
張
し

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
だ

い
ぶ
慣
れ
る
事
が
で
き
、

入
社
当
初
よ
り
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

つ
け
る
事
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。
小
さ
な
仕
事
で

す
が
、
出
来
る
よ
う
に
な

る
と
仕
事
に
対
し
て
の
喜

び
や
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、

効
率
よ
く
業
務
を
し
よ
う

と
日
々
考
え
て
業
務
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

近
頃
は
、
工
事
写
真
の

撮
影
や
見
積
も
り
の
作
成

な
ど
と
い
っ
た
、
以
前
ま

で
は
先
輩
の
指
導
の
下
で

し
か
出
来
な
か
っ
た
業
務

も
、
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

と
同
時
に
不
安
な
面
も
出

て
き
ま
し
た
。
私
は
建
設

業
に
入
り
ま
だ
１
年
半
と

経
験
が
浅
く
、
仕
事
を
覚

え
る
の
が
遅
い
た
め
自
分

の
能
力
不
足
を
感
じ
ま

す
。
自
社
に
は
20
～
60
代

ま
で
、
年
齢
層
が
様
々
な

方
が
居
ま
す
が
、
一
番
年

が
近
い
先
輩
も
現
場
を
持

ち
活
躍
し
て
い
る
の
で
、

尊
敬
し
て
い
ま
す
。
自
分

も
先
輩
方
の
よ
う
に
な
れ

る
の
か
と
不
安
に
な
る
事

が
あ
り
、
こ
の
先
大
丈
夫

な
の
か
と
考
え
て
し
ま
う

時
も
あ
り
ま
す
が
、
以
前

当
社
の
上
司
の
発
言
で

「
５
年
、
10
年
、
15
年
と

経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
一

人
前
の
現
場
監
督
に
な
る

事
が
出
来
ま
す
。
私
も
若

い
こ
ろ
は
多
く
の
失
敗
を

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
経

験
に
な
り
、
今
が
あ
り
ま

す
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
報

連
相
が
大
事
。」
と
い
う

の
を
聞
い
て
、
私
自
身
も

こ
の
よ
う
な
人
に
な
り
た

い
と
思
い
、
経
験
を
積
ん

で
い
く
事
が
大
事
だ
と
思

い
ま
し
た
。
建
設
業
は
知

識
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
活

躍
で
き
る
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　

幸
い
に
も
環
境
や
先
輩

方
に
恵
ま
れ
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
分
か
ら
な
い

事
な
ど
は
積
極
的
に
教
え

て
も
ら
い
、
報
告
、
連
絡
、

相
談
を
し
て
、
今
年
の
目

標
は
、
資
格
を
一
つ
以
上

は
取
り
立
派
な
空
衛
マ
ン

と
し
て
諸
先
輩
方
と
肩
を

並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

























































































































成
長
と
変
化

㈱
エ
ヌ
エ
ス
工
業
　
安
斎
　
　
涼

われら 空衛

エンジニア


　

 【
県
北
支
部
】  

昨
年
10
月

７
日
、
福
島
市
八
木
田
の
荒

川
桜
づ
つ
み
河
川
公
園
で
福

島
地
区
管
工
事
協
同
組
合
青

年
部
と
合
同
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。

　

全
国
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
青
年
部
協
議
会
の
「
水

源
地
を
き
れ
い
に
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
で
、
両

団
体
か
ら
30
社
１
０
０
人
が

参
加
。
手
分
け
し
て
公
園
内

に
落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
を

拾
い
集
め
た
。

　

 【
県
中
・
県
南
支
部
】  

昨

年
11
月
20
日
、
郡
山
市
の
県

合
同
庁
舎
で
県
電
設
業
協
会

郡
山
・
白
河
両
支
部
と
県
中
・

県
南
両
建
設
事
務
所
と
の
意

見
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

　

両
事
務
所
に
対
し
改
善
要

望
と
し
て
、
竣
工
時
の
設
備

工
事
の
試
運
転
調
整
期
間
の

確
保
が
難
し
く
、
残
業
等
で

対
応
し
て
い
る
状
況
を
訴

え
、
①
現
場
管
理
に
お
い
て

発
注
形
態
（
営
繕
・
土
木
）

を
問
わ
ず
管
理
基
準
を
標
準

化
②
週
休
２
日
対
象
工
事
で

の
工
期
延
長
③
働
き
方
改
革

に
伴
う
提
出
書
類
の
明
確
化

―

な
ど
を
求
め
た
。

 【
７
月
】  

▽
24
日　

県
歴
史
的
建
造
物

保
全
活
用
促
進
協
議
会
第
10

回
総
会
（
海
川
専
務
）
県
青

少
年
会
館

▽
26
日　

県
総
合
設
備
協

会
・
設
計
か
ら
施
工
に
至
る

課
題
検
討
会
（
技
術
委
員
・

海
川
専
務
）
県
電
設
業
協
会

会
議
室

▽
28
日 　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
令
和
５
年
度
第
２
回

参
与
会
（
海
川
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

 【
８
月
】  

▽
21
日　

令
和
５
年
度
福
島

市
優
良
建
設
工
事
表
彰
式

（
大
内
会
長
）
キ
ョ
ウ
ワ
グ

ル
ー
プ
テ
ル
サ
ホ
ー
ル

▽
22
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
44
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
25
日　

県
総
合
設
備
協
会

役
員
会
（
大
内
会
長
、
有
賀

副
会
長
、
古
川
副
会
長
、
海

川
専
務
）
県
電
設
業
協
会
会

議
室

▽
28
日　

第
２
回
40
周
年
記

録
誌
作
成
委
員
会
（
40
周
年

記
録
紙
作
成
委
員
）
協
会
会

議
室

 【
９
月
】  

▽
４
日　

令
和
６
年
度
県
予

算
編
成
に
対
す
る
県
議
会
各

党
の
要
望
聴
取
会
（
大
内
会

長
、
海
川
専
務
）
県
庁

▽
６
日 　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
正
副
支

部
長
会
議
（
海
川
専
務
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
７ 

日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
全
国
事
務
局
代
表

者
会
議
（
海
川
専
務
）
東
京

都▽
８
日　

令
和
５
年
度
県
優

良
建
設
工
事
表
彰
式
（
有
賀

副
会
長
）
杉
妻
会
館

▽
26
日　

 

２
０
２
３
年
度
特

別
技
術
講
習
会
（
会
員
）
県

青
少
年
会
館

▽
28
日 　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
総
会

（
大
内
会
長
）
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル

 【
10
月
】  

▽
３
日　

東
北
地
方
工
事
安

全
施
工
推
進
大
会
・
Ｓ
Ａ
Ｆ

Ｅ
Ｔ
Ｙ
２
０
２
３
（
海
川
専

務
）
仙
台
市

▽
10
日 　

令
和
５
年
度
第
１

回
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

専
門
工
事
業
部
会
（
有
賀
副

会
長
）
杉
妻
会
館

▽
12
日 　

当
協
会
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
（
会
員
、
賛
助
会

員
）
安
達
太
良
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ

▽
17
日 　

伊
藤
隆
之
税
理
士

に
よ
る
会
計
指
導
（
海
川
専

務
、
根
本
事
務
員
）
協
会
事

務
所

▽
30
日 　

２
０
２
３
年
度
中

間
監
査
会
（
会
長
、
会
計
理

事
、
監
事
、
事
務
局
）
協
会

会
議
室

▽
30
日 　

２
０
２
３
年
度
第

２
回
役
員
会
（
会
長
、役
員
）

協
会
会
議
室

 【
11
月
】  

▽
７
日　

２
０
２
３
年
度
経

営
委
員
会
経
営
改
善
研
修
会

（
会
員
）
Ａ
Ｏ
Ｚ

▽
14
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
40
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
杉
妻
会
館

▽
27
日　

 

県
の
入
札
制
度
に

対
す
る
意
見
聴
取
会
（
大
内

会
長
、
海
川
専
務
）
杉
妻
会

館▽
29
日　

 

令
和
５
年
度
優
秀

施
工
者
顕
彰
式
＝
三
共
設

備
・
佐
藤
氏
（
古
川
副
会
長
）

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

 【
12
月
】  

▽
６
日 　

２
０
２
３
年
度
第

２
回
広
報
委
員
会
（
広
報
委

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
空

衛
ふ
く
し
ま
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年（
２
０
２
０
年
）

初
頭
か
ら
翻
弄
さ
れ
続
け
て

き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
法
的
な
位
置
付
け

が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
と
同
等
の
「
５
類
」
に

移
行
し
た
令
和
５
年
で
あ
り

ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
と
は

い
え
、
人
的
交
流
や
経
済
活

動
な
ど
も
元
に
戻
り
つ
つ
あ

る
状
態
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
は
辰
年
で
す
。辰
は
、

十
二
支
の
中
で
５
番
目
に
数

え
ら
れ
、
時
刻
で
い
え
ば
午

前
７
時
か
ら
９
時
ま
で
の
２

時
間
、
方
角
で
い
え
ば
東
南

東
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、

今
年
の
干
支
は
「
甲
辰
（
き

の
え
・
た
つ
）」
で
す
。
干

支
は
、
十
干
（
じ
っ
か
ん
）

と
十
二
支
の
組
み
合
わ
せ
で

全
60
通
り
で
す
が
、
そ
の
41

番
目
に
な
り
ま
す
。辰
は「
振

る
う
」
と
い
う
文
字
に
由
来

し
て
お
り
、
自
然
万
物
が
振

動
し
、
草
木
が
成
長
し
て
活

力
が
旺
盛
に
な
る
状
態
を
表

し
ま
す
。 

辰
は
竜
（
龍
）

の
こ
と
で
も
あ
り
、
十
二
支

の
中
で
唯
一
の
空
想
上
の
生

き
も
の
で
す
。 

東
洋
で
権

力
・
隆
盛
の
象
徴
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
た
龍
は
、
身
近

な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

干
支
に
選
ば
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

も
あ
り
ま
す
が
、
７
月
に
新

紙
幣
（
一
万
円
、
五
千
円
、

千
円
の
３
券
種
）の
発
行（
肖

像
は
、
新
一
万
円
札
が
渋
沢

栄
一
、
新
五
千
円
札
が
津
田

梅
子
、
新
千
円
札
が
北
里
柴

三
郎
）
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
持
ち
も
新
た
に
、
皆

様
方
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

空
衛
協
の
う
ご
き

空
衛
協
の
う
ご
き

福島県ダクト工事業協同組合
理事長　遠藤　和伸

〒960-2262
福島市在庭坂字栃清水32-1
　　　 TEL024（591）4611

組合員
㈲ 移 川 鋼 板 工 業 所
㈱ H G I  
㈱ 協 栄 工 業
㈲ 共 立 空 調 工 業
共 和 工 業 ㈱
㈱ 協 和 サ ー モ テ ッ ク
㈲佐戸川ダクト鈑金工業所
㈲　伸　　　　　　和
㈲タンノコーポレーション
㈱ 渡 辺 ダ ク ト 工 業

広報委員長

山田 顕一郎
広報委員

大浪　喜宗

員
）
協
会
会
議
室

▽
13
日　

建
築
設
備
工
事
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
大
内
会

長
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

 【
１
月
】  

▽
10
日　

新
年
挨
拶
ま
わ
り

（
大
内
会
長
、
海
川
専
務
）

県
庁

　

昨
年
10
月
４
日
、
二
本
松

市
の
安
達
太
良
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
、
当
協
会
親
睦
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
、
20

人
（
会
員
12
人
、
賛
助
会
員

８
人
）
が
参
加
し
た
。

　

古
川
敏
博
総
務
委
員
長
が

開
会
の
挨
拶
し
、
競
技
方
法

を
説
明
。
競
技
は
18
ホ
ー
ル

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
、
ダ
ブ

ル
ぺ
リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
、

Ｉ
Ｎ
コ
ー
ス
→
Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー

ス
と
Ｏ
Ｕ
Ｔ
コ
ー
ス
→
Ｉ
Ｎ

コ
ー
ス
の
二
手
に
分
か
れ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
。
ス
タ
ー
ト

時
点
で
は
小
雨
で
あ
っ
た
が

途
中
で
雨
も
上
が
り
、
参
加

者
は
日
々
錬
磨
し
た
腕
前
を

発
揮
し
、
雄
大
な
安
達
太
良

山
を
望
み
な
が
ら
プ
レ
ー
を

満
喫
し
た
。

　

グ
ロ
ス
84
、
ネ
ッ
ト
72
の

ス
コ
ア
で
昨
年
度
に
引
き
続

き
野
地
一
司
さ
ん
が
優
勝
。

表
彰
式
で
は
、
大
内
弘
之
会

長
の
挨
拶
の
後
、
古
川
総
務

委
員
長
よ
り
成
績
が
発
表
さ

れ
、
大
内
会
長
よ
り
賞
品
が

手
渡
さ
れ
た
。

　

上
位
入
賞
者
は
次
の
通
り

（
最
初
の
コ
ー
ス
、
次
の
コ

ー
ス
、
ハ
ン
デ
、
ネ
ッ
ト
の

順
）。

　

▽
優
勝
＝
野
地
一
司
（
野

地
工
業
所
）
Ｏ
Ｕ
Ｔ
41
、
Ｉ

Ｎ
43
、
12
・
０
、
72
・
０
▽

準
優
勝
＝
佐
々
木
啓
介
（
三

菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム

ズ
）
Ｏ
Ｕ
Ｔ
46
、
Ｉ
Ｎ
53
、

26
・
４
、
72
・
６
▽
３
位
＝

千
葉
隆
（
倉
島
設
備
）
Ｏ
Ｕ

Ｔ
42
、
Ｉ
Ｎ
46
、
14
・
４
、

73
・
６
▽
４
位
＝
遠
藤
真
隆

（
い
わ
き
エ
ア
コ
ン
）
Ｉ
Ｎ

48
、
Ｏ
Ｕ
Ｔ
43
、
16
・
８
、

74
・
２
▽
５
位
＝
松
原
兼
一

（
三
共
設
備
）
Ｏ
Ｕ
Ｔ
46
、

Ｉ
Ｎ
49
、
20
・
４
、
74
・
６

支
部
の
う
ご
き

　喜多方市にある県立テクノアカデミー
会津の電気配管設備科は、建築設備（電
気設備技術、給排水設備技術、冷凍空調
技術）について2年間の総合的な教育訓
練を行っており、若手技術者の人材育成
に努めています。
　令和6年度生の入学試験日程は、一般
入学試験（2次）が令和6年2月2日（出願
期間は1月15日から1月26日）、一般入学
試験（3次）が令和6年3月21日（出願期
間は2月26日から3月14日）です。なお、
在職者（企業から派遣されて本校で学ぶ
方）も受験が可能です。詳細は本校まで
お問い合わせください。福島県立テクノ
アカデミー会津☎0241（27）3221、ホー
ムページアドレスhttps://www.tc-aizu.
ac.jp/

テクアカ会津入学生募集

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
親
睦
深
め
る

20
人
プ
レ
ー
満
喫
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